
事業名

政策 安心を感じる保健・医療・福祉の充実 施策 基本事業障がい者福祉の充実 自立的な社会参加の促進

部名

課名

事業開始年度

事業終了年度

区分１

区分２

実施計画事業認定健康福祉部

福祉課

－年度

－年度

継続

補助

非対象

事務事業の目的と成果

対象

意図

手段

事業量・コスト・指標の推移
区分 単位 目標

対象
指標1

対象
指標2

活動
指標1

活動
指標2

成果
指標1

成果
指標2

人

回

人

425

16

7

424 427 424

16 18 17

8 8 21

事業単独評価、施策内での相対評価、財政状況に基づく改革案（２月時点）

維持 見直し 新規 休廃止 その他 向
上

維
持

放低
置下

増加維持減少

改革方向性（コスト）

改
革
方
向
性

（
成
果
）

○

視覚障がい者

講習会で訓練を受けることにより、日常生活のための身体
技術が身につけることができ、社会参加及び自立を図るこ
とができる。

視覚障がい者を対象に、点字、音声パソコン、機織り、歩行
訓練などの講習会を実施し、日常生活に必要な訓練を行う
。4月から12月までの間で年16回開催。

視覚障がい者数（４月１日）

講習会開催回数

講習会受講者数

身体障害者生活訓練事業

単位コスト指標

事業費計（A） 480 480 550 530 0

 

正職員人件費（B) 418 415 416 407 0千円

 

千円

総事業費（A)＋（B) 千円 898 895 966 937 0

[0181]

維 持
見直し
休廃止
新 規

事務事業評価表　平成22年度

20年度実績 21年度実績 22年度予算 23年度予算

 ： 現状の目的や方法に変更がなく23年度実施する事業
 ： 現状の方法や事業量を見直し、成果指標の向上やコスト改善をおこなう事業
 ： 21年度もしくは22年度に「休止」、「廃止」、「終了」する事業
 ： 23年度より新たに新規事業として実施する事業

23年度への業務改善方向性


